
令
和
令
和
５５
年
度
年
度「
定
時
総
会
」

「
定
時
総
会
」

　
令
和
５
年
６
月
15
日（
木
）、
道
民
活

動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
お
い
て
、
北
身
協

の
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
藤ふ

じ

た田
会
長
か
ら
、
こ
こ
３
年

間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
各
加
盟
団
体

を
含
め
て
、
思
う
よ
う
に
事
業
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
、
事
務
局
長
が
交
代
し

て
３
年
目
を
迎
え
、
役
員
と
と
も
に
長

年
の
協
会
の
い
ろ
い
ろ
な
面
で
の
不
都

合
な
と
こ
ろ
の
改
善
を
図
っ
て
き
た
こ

と
、
昨
年
は
、
入
院
の
た
め
定
時
総
会

に
出
席
で
き
ず
、
役
員
や
議
長
を
務
め

て
い
た
だ
い
た
室
蘭
身
障
の
政ま

さ

だ田
会
長

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
、
社
会
的
に
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
組
織

が
弱
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
こ
と
、
北

身
協
が
会
員
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
協

会
を
目
指
し
て
努
め
て
い
く
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ご
来
賓
の
北
海
道
保
健
福

祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
徳と

く

田た

泰よ
し

則の
り

課
長
か
ら
総
会
開
催
に
当
た
っ

て
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
長
と
し
て
、
室
蘭
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
会
長
政ま

さ

田だ

一か
ず

美み

氏
が

選
任
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

◆
第
１
号
議
案 

令
和
４
年
度
事
業
報
告

　
事
務
局
か
ら
北
身
協
実
施
事
業
等
を

中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
第
２
号
議
案 

令
和
４
年
度
決
算
報
告

　
事
務
局
か
ら
補
助
金
の
補
正
の
内
容

等
を
中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
監
査
報
告

　
田た

中な
か

利と
し

和か
ず

代
表
監
事
か
ら
令
和
４
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
理
事
の

業
務
及
び
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報

告
に
関
し
て
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
旨
の
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
第
１
号
議
案
・
第
２
号
議

案
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
質
疑
を
求

め
、
質
疑
が
な
か
っ
た
の
で
、
第
１
号

議
案
、
第
２
号
議
案
及
び
監
査
報
告
に

つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
３
号
議
案 

令
和
５
年
度
正
会
員
の
会
費

　
事
務
局
か
ら
令
和
３
年
度
以
降
の
正

会
員
の
会
費
に
係
る
検
討
経
過
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
第
３
号
議
案
に
つ
い
て
、

質
疑
を
求
め
、
質
疑
が
な
か
っ
た
の

で
、
第
３
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
４
号
議
案 

令
和
５
年
度
事
業
計
画

◆
第
５
号
議
案 

令
和
５
年
度
事
業
予
算

　
事
務
局
か
ら
令
和
５
年
度
事
業
に
つ

い
て
は
、
第
１
号
議
案
で
説
明
し
た
道
の

補
助
事
業
や
委
託
事
業
を
中
心
に
実
施

す
る
こ
と
、予
算
で
は
、人
件
費
の
見
直

し
等
を
中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
質
疑
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

質
疑
が
な
く
、
第
４
号
議
案
・
第
５
号

議
案
に
つ
い
て
は
報
告
案
件
で
あ
る
旨

の
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
第
６
号
議
案
　
定
款
変
更

　
事
務
局
か
ら
理
事
に
つ
い
て
、
現
在

10
名
置
い
て
い
る
が
、
万
一
事
故
等
で

欠
員
と
な
っ
た
場
合
に
、
定
款
で
定
め

た
役
員
数
を
満
た
せ
な
く
な
る
た
め
、

改
正
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
第
６
号
議
案
に
つ
い
て
、

質
疑
を
求
め
、
質
疑
が
な
か
っ
た
の

で
、
第
６
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
７
号
議
案
　
報
告
事
項

　
事
務
局
か
ら
第
68
回
日
本
身
体
障
害

者
福
祉
大
会
わ
か
や
ま
大
会
に
お
け
る

日
身
連
の
会
長
表
彰
に
つ
い
て
、
政ま

さ

田だ

一か
ず

美み

氏
（
室
蘭
身
障
）、
若わ

か

山や
ま

武た
け

信の
ぶ

氏

（
赤
平
身
障
）
の
２
名
が
受
賞
さ
れ
た

こ
と
、
令
和
４
年
度
北
身
協
会
長
表
彰

被
表
彰
者
の
選
考
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
質
疑
を
求
め
た
と
こ
ろ
、質

疑
が
な
く
、第
７
号
議
案
に
つ
い
て
は
報

告
案
件
で
あ
る
旨
の
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
第
８
号
議
案
　
役
員
改
選

　
３
名
の
選
考
委
員
（
網
走
地
区
身
障

木き

全ま
た

知と
も

明あ
き

会
長
、
美
唄
身
障
花は

な

田だ

邦く
に
の
り則

会
長
、
深
川
身
障
永な

が
ぬ
ま沼
雄ゆ

う
い
つ逸
会
長
）
に

よ
り
、
役
員
候
補
者
の
選
考
を
行
い
、

理
事
10
名
、
監
事
２
名
の
候
補
者
を
発

表
し
、
全
員
承
諾
さ
れ
ま
し
た
。

室蘭身障 政田一美会長を議長に選任

北海道内の身障協会の役員の方々に
多数出席していただきました。
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令
和
５
年
６
月
15
日（
木
）定
時
総
会

終
了
後
に
第
２
回
理
事
会
を
開
催
し
、

正
副
会
長
と
代
表
監
事
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

会
長
　
　
藤ふ

じ

田た

孝こ
う

太た

郎ろ
う

（
紋
別
）

副
会
長
　
田た

中な
か

　
利と

し

和か
ず

（
帯
広
）

副
会
長
　
大お

お

橋は
し

　
俊と

し

彦ひ
こ

（
砂
川
）

理
事
　
　
東し

ょ

う

じ

海
林
繁し

げ

幸ゆ
き

（
宗
谷
地
区
）

理
事
　
　
石い

し

田だ

　
正ま

さ

義よ
し

（
釧
路
地
区
）

理
事
　
　
今こ

ん

　
　
順

じ
ゅ
ん

子こ

（
登
別
）

理
事
　
　
木き

村む
ら

　
正ま

さ

裕ひ
ろ

（
伊
達
）

理
事
　
　
阿あ

べ

き

部
喜
美み

お夫
（
檜
山
地
区
）

理
事
　
　
齊さ

い
と
う藤

　
　
徹

と
お
る

（
十
勝
地
区
）

理
事
　
　
須す

さ佐
理り

惠え

こ子

�

（
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
）

代
表
監
事
　
白し

ら
は
た幡

　
　
浩

ひ
ろ
し

（
北
見
）

監
事
　
　
西に

し

田だ

　
悦え

つ

朗ろ
う

（
士
別
）

「
第
２
回 

理
事
会
」

令
和
５
年
度

賛
助
会
員
の
皆
様
へ

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

　
「
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
」
と
い
う
本
協
会
の
趣
旨
に
、
新
た

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
　
社
会
福
祉
法
人

�

厚
生
協
会
わ
か
ふ
じ
寮 

様

★
　
岩
崎
電
子
株
式
会
社 

様

　
令
和
５
年
４
月
26
日（
水
）、
新
ひ
だ

か
町
公
民
館
に
お
い
て
、
日
高
管
内
の

各
町
村
か
ら
43
名
の
民
生
児
童
委
員
が

出
席
し
「
令
和
５
年
度
北
海
道
民
生
児

童
委
員
連
盟
日
高
支
部
研
究
協
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え

て
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
、「
身
体

障
害
者
を
支
え
る
制
度
と
民
生
児
童
委

員
の
協
力
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

北
身
協
澤
口
事
務
局
長
が
講
師
と
な

り
、
60
分
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
北
身
協
の
組
織
や
実
施

事
業
を
紹
介
し
た
後
、
地
域
で
暮
ら
す

障
害
者
の
状
況
把
握
や
必
要
に
応
じ
専

門
機
関
に
つ
な
い
だ
り
、
日
頃
か
ら
障

害
者
と
の
会
話
等
で
関
係
を
築
い
て
お

く
こ
と
な
ど
の
協
力
に
つ
い
て
お
願
い

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

有
料
道
路
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は
、
い

わ
ゆ
る
１
人
１
台
要
件
（
事
前
に
登
録

さ
れ
た
自
動
車
１
台
の
み
）
割
引
適
用

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
３

月
27
日（
月
）か
ら
、
そ
の
要
件
が
緩
和

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
家
用
車
を
お
持
ち
で
な
い
方
が
、

知
人
の
車
や
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
す
る

場
合
や
、
介
護
が
必
要
な
重
度
の
障
が

い
者
の
方
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場

合
な
ど
、
事
前
登
録
が
な
い
自
動
車
で

も
新
た
に
割
引
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
初
め
て
、
こ
の
割
引
を
受
け

よ
う
と
さ
れ
る
方
は
事
前
に
本
割
引
の

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
す
で
に
割
引
制
度
を
ご
利
用
の
方

は
、
事
情
に
よ
り
事
前
登
録
が
な
い
自

動
車
を
使
用
さ
れ
る
際
に
、
障
害
者
手

帳
を
携
行
し
有
人
の
料
金
所
を
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
難
し
い
方
は
、
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
の
福
祉
担
当
窓
口

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
を
推

進
す
る
制
度
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
制
度
は
、
障
害
者
の
自
立
と
社

会
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た

め
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
等
の
日
常
生

活
に
お
い
て
有
料
道
路
を
利
用
す
る

障
害
者
を
対
象
に
、
通
行
料
金
の

50
％
の
割
引
を
適
用
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本

　
　
お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
）

☎
０
５
７
０-

024-

024
（
有
料
）

☎
03-

５
３
０
８-

２
４
２
４（
有
料
）

令
和
５
年
度

北
海
道
民
生
児
童
委
員
連
盟

　
　
日
高
支
部
研
究
協
議
会

有
料
道
路
の

　
障
害
者
割
引
制
度
が

　
　
　
　
見
直
さ
れ
ま
し
た

有
料
道
路
の

　
障
害
者
割
引
制
度
が

　
　
　
　
見
直
さ
れ
ま
し
た

北身協としての講義のようす
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「
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成
講

座
」
を
修
了
し
た
方
を
対
象
と
し
た
現

任
研
修
を
、
今
年
度
は
６
月
10
・
11
日

と
24
・
25
日
に
、
同
じ
内
容
で
２
回
開

催
し
ま
し
た
。

　
現
任
研
修
の
受
講
希
望
者
が
多
く
、

定
員
を
超
え
た
場
合
に
や
む
を
得
ず
お

断
り
し
て
い
た
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
受
講
希
望
者
を
す
べ
て
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
同
じ
内
容
を
２
回
行
な

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
同
士
が
再
会
を
喜
び
、
会
話

が
弾
む
場
面
が
見
ら
れ
、
同
窓
会
の
よ

う
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　
今
年
は
、１
日
目
に
派
遣
元
や
通
訳
・

介
助
員
か
ら
の
事
例
報
告
や
道
庁
別
館

で
の
移
動
介
助
演
習
を
行
な
い
、
２
日

目
は
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
の
屋
外

演
習
と
屋
外
実
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
午
前
の
事
例
報
告
で
は
、
派

遣
元
か
ら
の
派
遣
依
頼
に
関
す
る
話

や
、
実
際
に
派
遣
依
頼
を
受
け
た
通

訳
・
介
助
員
の
報
告
を
聞
き
、
質
疑
応

答
の
時
間
も
あ
り
ま
し
た
。

　
事
前
準
備
を
含
め
、
通
訳
・
介
助
の

技
術
だ
け
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら

「
豊
か
な
支
援
」へ
つ
な
が
る
か
、そ
れ

ぞ
れ
が
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
移
動
介
助
演
習
で
は
、
階

段
・
ス
ロ
ー
プ
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
・

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
に
応
じ
た
介
助
方
法
を
学
び
ま

し
た
。
受
講
生
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
の
多

か
っ
た
演
習
内
容
で
す
。

　
２
日
目
は
、
午
前
に
受
講
生
同
士
で

公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
の
演
習
を
し

て
、
午
後
に
盲
ろ
う
講
師
と
実
際
に
外

出
し
た
場
合
を
想
定
し
て
の
屋
外
実
習

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
午
前
に
受
講
生
同
士
で
演
習
を
し
た

こ
と
が
、
午
後
の
盲
ろ
う
講
師
と
の
実

習
に
お
い
て
、
と
て
も
重
要
な
こ
と

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う

で
し
た
。

　
座
学
や
机
上
で
学
ぶ
の
と
は
違
い
、

実
際
に
現
場
に
出
て
の
実
習
は
、
緊
張

や
不
安
も
伴
い
ま
す
が
、
体
験
を
通
し

て
得
る
も
の
は
多
く
、
受
講
生
た
ち
か

ら
は
「
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
と
い
う
講
師
の
方
々
へ
の
感
謝

の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
養
成
講
座
や
現
任
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
通
訳
・
介
助
員
と
し
て
派
遣
依

頼
を
受
け
て
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

日
々
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
方
へ

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
に
も
な
り
ま
す
。

街
中
や
近
所
で
、
何
か
に
困
っ
て
い
る

方
を
見
か
け
た
時
は
、
何
か
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
心
を
寄
り

添
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

現
任
研
修

久しぶりの「喜びの再会」

エレベーターにて

バスの乗り降り

街中での現場実習

エスカレーターにて

盲ろう講師と触手話で

階
段
の
上
り
下
り
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文
芸
欄
に
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

初
め
て
投
稿
さ
れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
宛
先
】

　
〒
０
６
０
‐
０
０
０
２

　
札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

�

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

　
一
般
社
団
法
人

�

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
011
（
251
）
０
８
５
８

編
集
部
か
ら
の
お
願
い

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
・
場
所

★
７
月
10
日（
月
）～
11
日（
火
）

　
新
ひ
だ
か
町
社
会
福
祉
会
館

★
７
月
19
日（
水
）～
20
日（
木
）

　
岩
見
沢
市
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

★
７
月
19
日（
水
）～
20
日（
木
）

　
砂
川
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

★
７
月
24
日（
月
）～
25
日（
火
）

　
石
狩
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
８
月
９
日（
水
）～
10
日（
木
）

　
滝
川
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
８
月
22
日（
火
）

　
美
唄
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
８
月
30
日（
水
）～
31
日（
木
）

　
伊
達
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

★
９
月
４
日（
月
）～
５
日（
火
）

　
帯
広
市
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

★
11
月
１
日（
水
）～
２
日（
木
）

　
登
別
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
11
月
７
日（
火
）～
８
日（
水
）

　
紋
別
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
催
時
間

　
10
～
15
時
（
休
憩
１
時
間
）

　
※
開
催
地
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。

受 

講 

料
　
無
料

募
集
定
員
　
各
会
場
10
名
程
度

申
込
方
法

　
各
時
期
に
、
開
催
地
及
び
近
郊
の
協

会
へ
、
案
内
等
を
発
送
し
ま
す
。

令
和
５
年
度

  
「
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

「
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

文
芸
文
芸

俳
　
句

岩
見
沢
市
　
　
池い

け

田だ

　
敏と

し

雄お

・
ス
キ
ッ
プ
の
子こ

等ら

と
緑

み
ど
り

の
風か

ぜ

遊あ
そ

ぶ

・
蟻あ

り

が
行い

く
急

き
ゅ
う

に
曲ま

が

る
は
何な

に
よ
う用
ぞ

【 

お
詫
び
と
訂
正 

】

　
前
号
の
「
障
害
に
関
す
る
マ
ー

ク
」
の
記
事
で
、「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ

ス
マ
ー
ク
」
と
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

の
問
い
合
わ
せ
先
を
逆
に
掲
載
し
て

い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

　
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本 店

札幌駅前店

新札幌店

手 稲 店
元 町 店

旭 川 店
函 館 店
苫小牧店
室 蘭 店

札幌市中央区南２条西３丁目
東南カド

札幌市中央区北３条西２丁目
札幌Ｈ・Ｓ・ビル1F

札幌市厚別区厚別中央１条６丁目
ホクノービル3F

札幌市手稲区前田１条12丁目

札幌市東区北22条東16丁目1-10
メープル元町1F

旭川市宮下通９丁目 キタノビル1F

函館市杉並町8-20 オカダビル

苫小牧市表町５丁目5-1

室蘭市中島町３丁目25-1 TMビル
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